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1. 地下水位の測定機器 
 

 地下水位の測定では手計水位計や水圧式水位計を用います。取水用井戸など

でも地下水位の測定は可能ですが、観測データが帯水層の中の自然な地下水位

と異なる場合があります。 

 

【解説】 

(1)地下水位の測定機器 

 地下水位の測定に用いられる主な機器を下表に示します。 

 

表 2-1 地下水位の測定で用いる主な測定機器 

測定機器 特徴 機器の例 

手計 

水位計 

 目盛付きロープの先端につけた水位セ

ンサーを人力で上げ下げします。水位セ

ンサーが水に触れることで通電し、音や

光で知らせますので、その時の深度が水

面までの深さです。操作が容易で、定期的

あるいは不定期の測定などに用いられま

す。 

 

水圧式 

水位計※１ 

 圧力センサーで水圧を検知します。水

圧データを記録する装置（ロガー）が付属

している場合は、連続的に地下水位を測

定することができ、長期的な観測などに

用いられます。 

 

 

 

圧力センサーと記録装

置の一体型タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：水面が大気に接している水中では、水圧式水位計のセンサー部分には水圧と大気

圧を合わせた圧力がかかります。水圧＋大気圧を測定する機器を絶対圧式、大気

圧を除去し水圧のみを測定する機器を相対圧式と言います。この資料では構造の

簡単な絶対圧式を水圧式水位計の例として説明しています。  

水位センサー 
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(2)地下水位を測定する井戸 

 地下水観測専用の施設※１で測定するのが基本ですが、農業用水などの取水で使

っている井戸でも、ポンプが止まっている時に地下水位を測定することが可能で

す。ただし、頻繁にポンプが稼働する場合、ポンプの停止中に地下水位が本来の

深さまで回復せず、観測データが帯水層の中の自然な地下水位と異なる場合があ

ります。また、地下に複数の帯水層が存在する場合など、対象とする帯水層の地

下水位を正確に観測することが可能かどうか、ストレーナーの位置や保孔管周り

の充填状況等の井戸構造の確認も重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 農業用に地下水を取水している井戸での地下水位の測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：例えば、地盤沈下対策で用いられる口径が比較的大きなものを地下水観測井、地

下ダムの管理等のために設置されている口径が比較的小さなものを地下水観測孔

と呼んでいます。この資料では主に地下水観測孔を例に説明しています。 
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2. 地下水位測定の際に注意すること 
 

 地下水位の測定で手計水位計を観測孔内に降ろす際に、孔内の異常を把握で

きることがあります。また、測定した水位が過去のデータと大きく異なる場合

は、孔内に何らかの異常が生じている可能性があります。地下水位を測定する

こと自体が、地下水観測孔の異常を調べるための日常点検の一部となります。 

 

【解説】 

(1)手計測定で異常の有無を把握 

 地下水位の手計測定は日常管理での一般的な作業です。手計水位計を観測孔内

に降ろす際に、水を検知する水位センサーに引っ掛かりを感じる時は孔内の異物

や保孔管の破損の可能性があります。また、孔壁の付着物が原因で手計水位計の

ロープが保孔管の内壁に貼り付くと、水位センサーが降下しにくくなります。毎

回の手計測定でこのような現象が生じる、あるいは、悪化していく場合は、今後

の地下水位の測定に支障がでる可能性があります。 

 

表 2-2 地下水位測定での主な注意事項 

点検対象 注意事項 

手計水位計の 

     操作 

水位センサーの引っ掛かり、付着物によるロープの孔壁への

貼り付き。（なお、付着物ではなく保孔管の内壁が濡れている

ためにセンサーやロープが貼り付く場合もあります。） 

これまでの地下水観測時に水位が確認できた深度より浅い位

置で水位センサーが孔底に到達した場合、孔底深度が土砂堆

積等で浅くなっている可能性があります。 

泥や水中の溶存成分などによって水位センサーが誤作動を起

こす場合があります。 

水圧式水位計の 

   設置状況 

観測孔の中の水位が水圧式水位計の設置深度よりも低くな

る、あるいは水位が大気圧計の設置深度よりも高くなると、正

確な地下水位の測定はできません。 

データ 

測定した水位が過去のデータと大きく異なる場合は、気象な

ど測定時の状況を確認します。測定時の状況に大きな差異が

無いのであれば、手計水位の測定ミスや基準点の取り違え、ス

トレーナーの目詰まりや埋没の可能性があります。 

様々な要因で、水圧式水位計のデータは実際の水位からズレ

ることがあるため、手計りで測定した水位と比較し、必要に応

じて水圧式水位計のデータを補正します。 

 

 このように、日常管理の作業の中で観測施設の障害の可能性を把握できること

があります。つまり地下水位を測定する作業そのものが日常点検の役割の一部を

担っています。 
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(2)手計水位計による測定時の注意点 

 ロープにつけた水位センサーを慎重に降ろしながら、孔内の状況を手や指先の

感触で確認します。通常、引っ掛かりは硬いものに当たった感触、保孔管の内壁

への付着はセンサーやロープが貼り付いた感触があります。異常があれば、その

位置で水位センサーを上げ下げし、センサーが降りるか確認します。何度も上げ

下げを繰り返しても、降りないようであれば、一旦、引き上げて再度測定を試み

ます。 

 保孔管の内壁の付着物や水滴が原因で貼り付く場合は、水位センサーの重量を

重くしたり、断面が円形のロープを使ったりすることで、水位センサーを降ろし

やすくなることがあります。一方、観測孔の内部で硬いものに引っ掛かって測定

機器を引き上げられなくなり、測定機器が観測孔内に残されることになると、孔

内に異物が増えることになります。水位センサーやロープを慎重に操作し、引っ

掛かりそうな場合は測定を中断し、無理をしないことが重要です。 

 また、泥や水中の溶存成分などによって水位センサーが誤作動を起こすと、正

確な地下水位の測定が困難になります。清水と雑巾を持参し、作業後は水位セン

サーを洗浄することで誤作動を低減することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 手計水位計による水位の測定状況の例 

 

(3)基準となる点 

 地下水位の測定では、通常、観測孔の孔口の高さを基準点とし、孔内の水面ま

での深度を測定します。孔口以外の場所に基準点を設けても問題はありませんが、

測定する際には同じ箇所を基準点とすることが必要です。そのため、基準点をマ

ーカー等で明示しておくと、現場での間違いを避けることができです。 

 地下水位を標高値で示す場合、測量で基準点の標高を求めますが、地盤沈下や

地震によって標高が変わる地域では、定期的な測量が必要となる場合があります。 
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3. 観測データの確認 
 

 水圧式水位計の地下水位データに、豪雨や地震、近傍の地下水利用による影

響が現れることがあります。また、長期の地下水位データで、現在の地下水位

の状況が過去の状況と比べて変わっているような場合は、何らかの異常が生じ

ている可能性があります。日常的な作業として地下水位データを回収した後す

ぐに整理・確認することが大事です。 

 

【解説】 

 回収した観測データから地下水位の時系列図を作成します。豪雨や地下水の取

水などによる変則的な地下水位の動きがあれば、時系列図の中で読み取れる場合

があります。また、過去の時系列図と現在の時系列図を比較することで観測孔の

障害の有無が分かる場合もあります。 

 このように地下水位の観測データを見ることで、変則的な地下水の動きを把握

したり、観測施設の障害に関わる情報が得られたりすることがあるので、観測デ

ータの回収後、日常的な作業として速やかに地下水位データの整理・確認を行う

ようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 観測データに見られた変則的な動き（例） 
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大気圧計 

地下水位 

水圧式水位計が
水位よりも高い
と地下水位の測
定はできません 

大気圧計が水位
よりも低いと大
気圧の測定はで
きません 

地表面 

水圧式
水位計 

大気圧 

水圧 

4. センサー位置の設定・調整 
 

 水圧式水位計の圧力センサーが水面上に位置したり、大気圧計のセンサーが

水面下にあったりすると、正確な地下水位の測定はできなくなります。 

 

【解 説】 

(1)圧力センサーの位置に注意 

 水圧式水位計の観測データの確認時に、観測データがほとんど検知されていな

い場合、圧力センサーが観測孔内の地下水面よりも上の空気中に位置しているこ

とが考えられます。また、大気圧計が地下水面よりも下の水中に位置していたり、

あるいは、大気圧の基準となる観測孔地点の標高値の入力を誤っていたりすると、

観測データの適切な補正ができません。 

 水圧式水位計による観測では、観測孔内の水面位置と、水圧センサー及び大気

圧センサーの位置を確認し、必要に応じてセンサーの位置を変更します。また、

他の地点の大気圧データを水位データの補正に用いる場合は、その地点の観測孔

の標高に応じた大気圧データに換算することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水位計を観測孔の中の水位よりも下に

設置することで、水圧と大気圧を合わ

せた圧力が測定されます。水位換算に

必要な水圧は、別に測定した大気圧を

差し引くことで算出します。（絶対圧式

の場合） 

 水位よりも水位計の位置が高いと水圧

はほぼゼロとなります（絶対圧式の場

合、大気圧のみ測定されます）。また大

気圧計が水中にあると大気圧に水圧を

合わせた値が測定され、補正に必要な

大気圧データが得られません。 

 

図 2-4 センサー位置によって生じる問題  

良い例 悪い例 
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(2)水圧式水位計・大気圧計 

 水圧式水位計の圧力センサーにかかる圧力は水圧（圧力センサーから水面まで

の水の重さ）と、水面にかかる大気圧を合わせたものです（絶対圧式の場合）。水

圧式水位計のデータから、別に大気圧計で測定した大気圧のデータを引いて水圧

を求め、その水圧から水位データ（センサー位置から水面までの高さ）に換算し

ます。この方法の場合、大気圧を加味したデータを得るために、水圧式水位計と

大気圧計は密閉されていない場所に設置します。 

 大気圧は標高によって変化し、高さ10m上がる毎に約1hPa小さくなります。

このため、標高が大きく異なる地点の大気圧データを用いる場合は、その地点の

標高に応じた大気圧データに換算することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-５ 大気圧を補正する前と後での地下水位の比較（例） 

（地下水位は水圧センサーのデータからの換算値） 

 

(3)現地で注意すること 

 日常点検では、水圧式水位計のセンサーの値と手計水位計の値を比較し、大き

な差がある場合は水圧式水位計のデータの補正を検討します。またセンサーやロ

ガーの設定値について、実際の現場の状況と異なっていないかを確認し、違いが

あればセンサーの位置やロガーの設定値を見直します。 

 

(4)水圧式水位計の計測範囲 

 水圧式水位計には測定に適した水圧（水深）があります。例えば 10m 計は水

圧式水位計の設置深度から高さ 10m 程度の水位の測定に適しており、仮に水深

が 100m の深度に設置すると正確な水位の測定はできません。地下水位が水圧

式水位計の計測範囲に位置するように、設置深度を調整することが必要です。 
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5. 地下水観測施設の記録（地下水観測施設カルテ） 
 

 地下水観測施設の諸元や構造等の情報は、日常の地下水位の測定や、障害が

発生した際に対策を検討する上で重要ですので、適切に管理することが重要で

す。 

 

【解 説】 

 観測の目的や地下水の状況は地域によって異なりますので、地下水観測施設の

特徴に応じた様式とすることが重要です。観測施設の特徴を示す基本的な情報の

例を以下に示します。 

 

表 2-3 地下水観測施設の基本的な情報（例） 

主な観測孔の情報 備考 

観測の目的 観測施設の設置目的など 

諸元 深度 
地下水観測孔※１の基本諸元 

口径 

標高 必要に応じて測量時期も記録 

設置位置 位置図、位置座標など 

掘削 

諸元 

設置年月日 経過年数に係る基本情報 

掘削深度 
地下水観測孔の基本諸元 

掘削口径 

構造 ストレーナー位置 構造図、設置深度等 

保孔管材料 鋼管、塩ビ管等の材料、口径 

開口穴 形状、開口率 

フィルター 材質、透水性等 

充填剤（間詰材） 礫、砂等の材料 

その他 柱状図 地質状況（地層区分、層厚、岩相等） 

地下水位 掘削時水位、設置後の観測水位 

各種調査・試験結果 実施している場合 

土地所有者、施設所有者 土地や施設の所有者等 

 

 観測施設を適切に管理するためには、位置や深度などの情報が重要です。また、

障害が生じた際に、諸元等の情報は効率的な調査・対策の検討に役立ちます。地

下水観測孔などの施設の情報を整理・保管し、必要に応じて利用できるようにし

ておくことが重要です※２。 

 次に、観測施設の情報に関する整理様式の例を示します。 

 
※１：ここでは観測孔を例に様式をお示していますが、観測井でも同様です。 

※２：観測孔の情報が不明でも、孔内カメラ調査でストレーナーの位置を確認するなど、調

査結果を基に観測孔の情報を取得できた際は、整理・保管しておくことが重要です。
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表 2-4(1) 観測施設情報の整理様式例 

地下水観測施設カルテ（〇〇地区△△地下水観測孔） 
調査年月日：令和□年□月□日（天候） 時間 XX:XX 

観測施設名  観測施設位置  

土地所有者  施設所有者  

設置年度(経過年数)    年 月(  年) ストレーナー深度 GL-             m 

管頭標高  EL     m 掘削深度 GL-             m 

孔口までの高さ  GL      m 管種  

孔底深度 (設置時)  GL-     m 管径  Φ 

孔底深度 今回：  管頭 -    m 前回：管頭 -     m(測定日   年   月) 

前回からの土砂堆積厚         m 土砂堆積速度        mm/  年 

孔内水位 今回：  管頭 -    m 前回：管頭 -     m(測定日   年   月) 

※前回からの土砂堆積厚は「前回の孔底深度-今回の孔底深度」で算定する。 

 土砂堆積速度は「前回からの土砂堆積厚÷前回からの経過年数」で算定する。 

＜既存資料の有無＞ 

 観測孔諸元 □有    □無        掘削諸元  □有    □無 

 設置位置（図面等）   □有    □無  柱状図   □有    □無 

 構造  保孔管材料      □有（              ） □無 

     開口部の形状・開口率 □有（              ） □無 

     フィルター      □有（              ） □無 

     充填剤（間詰材）   □有（              ） □無 

 地下水位測定     □有（測定期間              ） □無 

 各種調査・試験結果  □有（項目                ） □無 

 その他特記事項（水位計機種、センサー位置など） 

 

＜現地調査項目＞ 

 孔口   破損：□有  □無    植物等の異物の侵入：□有  □無 

      その他 

 ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 破損：□有  □無    土砂による埋没等 ：□有  □無 

      その他 

 保孔管  破損：□有  □無    その他（               ） 

 地表水の流入 ：□有  □無 

 収納施設 破損：□有  □無    風雨の浸入：□有  □無 

 観測機器（動作確認）：□異常有（              ）   □異常無 

 観測施設周辺    ：□異常有（              ）   □異常無 

 その他特記事項： 

 

 

  記録者：          
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表 2-4(2) 観測施設情報の整理様式例（続き） 

地下水観測施設カルテ（〇〇地区△△地下水観測孔） 
調査年月日：令和□年□月□日（天候） 時間 XX:XX 

<構造図（例）>  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  記録者：          
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表 2-4(3) 観測施設情報の整理様式例（続き） 

地下水観測施設カルテ（〇〇地区△△地下水観測孔） 
調査年月日：令和□年□月□日（天候） 時間 XX:XX 

<平面図、断面図（例）>（単位ｍｍ） 

 

 

 

         

      平面図                      断面図 

 

 

〈位置平面図（例）〉（観測施設と道路の位置等の関連を図示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  記録者：          

〇〇孔 
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表 2-4(4) 観測施設情報の整理様式例（続き） 

地下水観測施設カルテ（〇〇地区△△地下水観測孔） 
調査年月日：令和□年□月□日（天候） 時間 XX:XX 

 

  記録者：         

観測孔名(設置年度) 〇〇（平成 年 月） 

【写真帳】（例） 

 

 

【コメント】 

全景 

 近景 

 近景 


